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宮城の三候補地（栗原市深山嶽・加美町田代岳・大和町下原地区）で、地域 
ぐるみの反対運動が広がっている。➜適切な処分・管理は、東電と国の責任で！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福島原発事故を忘れない 女川原発の再稼動を許さない！ふるさとを放射能から守ろう！」 

 
   大震災・原発事故で引き起こされた様々な生活・環境破壊は、4 年過ぎたいまでも福島の故郷地元には戻れない 12 万人 

以上もの住民をはじめ、さまざまな大きな傷跡を残したままで、解決には程遠い状況です。国や県・自治体・東電が、その責任と
役割を確実に果たすように求め、みんなで声を上げ運動していくことは、ますます重要になっています。原発・放射能問題で運動を
進めている県内の団体・グループの共催で 2015年「みやぎアクション」が計画されています。前回好評だったブース展示やライブ
（「制服向上委員会」や「かっぽーぎーず」を検討）、集会・アピールデモなどです。次回ニュースで詳細をお知らせします。 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 
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  環境省は、1㎏あたり放射能 8000 ベクレル以上の指定 

廃棄物の最終処分場を決めるため、その候補地として、昨年

一月、栗原市(深山嶽）、加美町(田代岳）、大和町(下原

地区）の３ヶ所を選定しました。しかし、このいずれも地滑り地

帯の中にある水源地で、指定廃棄物の最終処分場を建設し

てはならない場所であり、建設を強行すれば広範な地域に甚

大な被害や風評被害が及ぶことから、住民挙げた激しい反対

運動が続き、県内からの支援も広がっています。加美町で始め

ようとした詳細調査が再三阻止され、降雪期となったため、国 

  

 

は、雪解け後に調査実施を強行しようとしています。 

 連帯して運動している３候補地の住民団体による呼びか

けで、１月25日(日)にはシンポジウムが開催されます。 

 建設中止を県民多数の合意にしていくため、放射性廃棄

物の適切な管理の方向性や原発事故の謝罪と被害への全

面賠償などを求め、福島県民とともに、共同を強めて解決の

道を探るために、学者・弁護士による論点整理、現地からの

報告などが企画されており、関心が広がっています。 

 女性ネットみやぎも、協賛団体として参加しています。 

建設中止しかない！ 

＊1月２５日(日)13 時～17 時 

＊於・仙台弁護士会館大ホール 

主催／１・２５シンポジウム実行委員会 

 
第一部：3候補地はいずれも適地ではない 

    ＊地質・地すべりの問題点 

     大槻憲四郎（東北大学・地質学） 

    ＊なぜ「最終処分場」なのか 

     伊原 聰（日本科学者会議常任幹事、技術論） 

    ＊生存権、幸福追求権を侵害する建設計画 

     青木正芳（仙台中央法律事務所・弁護士） 

第二部：処分場の被害と影響を考える 

    ＊聞き取り調査報告・現地からの発言・参加者から 

 
宮城県保険医協会 第６回公害環境対策・会員学習会 

 

指定廃棄物最終処分場問題について考える 
「新たな被害者を出さないために」猪股洋文氏（加美町長） 

２月2５日（水）19:00～20:30  
於・ハーネル仙台・2階松島A  

  
宮城県保険医協会会員およびテーマに関心のある方はどなたでもご参加いただけます。 

みなさんお誘い合わせの上、ご参加ください。 参加費無料 

            【申込・問合せ】 宮城県保険医協会 事務局 TEL：022-265-1667 FAX：022-265-0576 
E-mail：miyagi-hok@doc-net.or.jp HP：http://miyagi-hok.org 

みんなで行こう！ 

mailto:housyanoujoseinet@hotmail.co.jp
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◆脱原発デモ・アピール行進 
＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・毎週金曜 17 時半集合・下馬駅裏宮城民医連事業協前 17時 45分デモ出発 

＊旧古川地域：大崎 demo 金曜デモ・毎週金曜 17 時半集合・あさひ中央公園・  

＊仙台長町地域：第 3水曜日 脱原発ながまちアクション：仙台・長町・蛸薬師境内集合後デモ行進 17 時半  

＊仙台中央部での 「脱原発みやぎ金曜デモ」   
1/23(金) 勾当台公園野外音楽堂集合 18:00 集会開始、18:30 デモ出発 

1/30(金) 勾当台公園野外音楽堂集合 18:00 集会開始、18:30 デモ出発 

※本来なら最終日曜 1/25 に日曜デモを行うところですが、1/25 の日曜デモは中止、「放射性廃棄物最終処分場県内設置

反対」のシンポジウムが仙台弁護士会館であるので、1/23（金）に金デモとして行います。 

◆1月17日（土）女たちからのレッドカードを！国会包囲行動13時～15時 
◆1 月 17 日(土)13 時～於・フォレスト仙台（入場無料）主催：台弁護士会 共催・日本弁護士連合会・東北弁護士会連合会 
新春憲法のつどい「集団的自衛権問題を斬る！」講師：樋口陽一(憲法学者)柳澤協二(元防衛省防衛研究所長) 

◆1 月 18 日(日)9 時半～、13 時半～ 於・仙台市戦災復興記念館 主催：「映画から明日を考える」みやぎの会  
映画「ファルージャ イラク戦争日本人人質事件…そして」 伊藤めぐみ監督との感想交流会も 前売り券 1000 円 

◆1月 19 日(月)13時～鎌仲監督トーク「小さき声のカノン」試写会 14時～ 於・仙台フォーラム 
◆1 月 25 日(日)10 時半～12 時 原発問題住民運動県センターの総会 於・仙台弁護士会館 
◆1月 25 日(日)13 時～17 時「建設中止しかない！放射能を含む指定廃棄物最終処分場を考えるシンポジウム」 

    第一部＊３候補地の地質、地滑りの問題点(大槻憲四郎)＊なぜ「最終処分場」なのか(伊原聰)＊生存権・幸福 
追求権を侵害する建設計画(青木正芳)第二部＊調査レポートの発表・現地関係者からの発言・参加者からの発言など 

◆1 月 27 日(火)9 時集合 女川原発住民避難訓練監視行動 会場＝石巻 
◆2月 11 日(水)13時半～2・11 信教・思想・報道の自由を守る宮城県集会 主催・靖国神社国家管理反対県連絡会 
講演「正義と平和が抱きあう時―いがみ合いの向こう側をめざして」浜矩子さん 於・仙台市民会館小ホール/入場無料 

     ◆2 月 18日（水）12時～13 時 女性ネットみやぎ街頭宣伝署名行動 於・一番町仙台フォーラス前 
◆2月 21 日(土)14 時半～「今こそ原発の安全性を問うー原発設計技術者(後藤政志氏)が真実を語る」 
            核戦争を防止する宮城医師・歯科医師の会公開講座 於・保険医協会研修ルーム 無料  
◆2 月 25 日(水)19 時～宮城県保険医協会公害環境対策・会員学習会「新たな被害者を出さないために」 

          講演・猪俣洋文加美町町長 於・ハーネル仙台２階松島 A 無料・申込み 
◆3 月 8日（日）13 時～3・8 国際女性デー:講演は海南友子さん(ドキュメンタリー映画監督： 

於・TKP ガーデンシティ仙台勾当台：集会後行進あり。 
◆3 月 14 日(土)17:30～ 国連防災世界会議で「原子力防災と自治体の役割～その教訓と課題～」 

本来防災計画が自治事務とし責任を負っている全自治体で、今後の防災計画に原子力災害を入れるべきであることから、

原発震災における自治体の教訓と課題とは何かを首長や専門家により明らかにし、今後の取り組むべきことを提示する。 

馬場有(福島県浪江町長)・村上達也(前茨城県東海村長)・岡直見(環境経済研究所代表)・アンドレ・ヴェルモレル（前フランス・ビドン町長）ほか 

＊於・TKP ガーデンシティ仙台勾当台ホール 5（宮城県仙台市青葉区国分町 3-6-1 ）主催：脱原発をめざす首長会議 

◆3 月 18日（水）12時～13時 女性ネットみやぎ街頭宣伝署名行動 於・一番町仙台フォーラス前 
◆3月 21 日(土）「福島原発事故を忘れない、女川原発の再稼動を許さない！ふるさとを放射能から守ろう！」3.21 みやぎアクション                 

いつもと同じ一番町フォーラス前です。お誘い合わせてご参加ください。 

寒い時期です、防寒対策をしておいでください。 

 

 

◆3月：宮城でも「レッドソックス」共同 

行動のとりくみが検討されている。 

 

県内では、これまで日本基督教団東北教区放射能問題支援対策室「いずみ」が各地で続けている原発被ばく児の 

甲状腺無料検診が知られていますが、福島や県南部で検診活動を続けてきた宮城民医連が、「原発被ばく検診」を 

坂総合病院の外来で始めたことを聞いたので、お知らせします。 

宮城民医連では、「放射能による健康不安のある方に健康診断を行っています。福島県から避難されている方の

みならず宮城県内に居住している方など年齢を問わず対応しております。お気軽にご相談ください。」と話しています。 
                                            （担当：武井、熊谷 022-265-2601） 

 

 

甲状腺総合健診（料金：税込10,000円を5,000円で） 

・問診・診察・身体計測 
・血圧測定・甲状腺エコー 
・心電図・採血検査・尿検査 

申請書提出で減額
非課税世帯は無料 

甲状腺健診（税込4,000円を2,000円で） 

・甲状腺エコー単独検査 

 

 

申請書提出で減額 
非課税世帯は無料 

 
料金の減免について 

 
多くの人に検診を受けていただけるように、宮城民医連
は、「宮城民医連福島第一原発事故健康診断支援基
金」を設立しました。申請により、健診の半額を、住民税
非課税世帯の方は全額を補助いたします。（別紙申請
書、住民税非課税世帯の方は所得証明書必要） 

 

 

健診日程は個別
に相談いたします。 

 

 

お知らせ 

https://www.facebook.com/Stop.onagawagenpatu/photos/a.509324005842959.1073741827.507794412662585/637052883070070/?type=1&theater
https://www.facebook.com/Stop.onagawagenpatu/photos/a.509324005842959.1073741827.507794412662585/637052883070070/?type=1&theater
http://mayors.npfree.jp/?p=3457
http://www.new-year.bz/dl_info.php?id=102140&ref_cid=9&y=2014

